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 (千円／ha・年)

 (ｍ3／ha・年) 

（注）　本評価は、日本学術会議答申「森林の多面的機能のうち貨幣評価および定量評価があるもの」（H13.11.1）に
　　　基づく評価方法を基準とし、公社林特有の事情を考慮して年換算調整したうえ、公社林１ｈａ当たり貨幣評価額
　　　および定量評価のうち水資源貯留量を試算し、森林の価値の可視化（見える化）を試みたものです。
　　　　なお、日本学術会議は「森林の持つ多面的機能の科学的評価と管理に関しては不確実性が存在する」との見解
　　　であり、本評価による試算結果の内容（評価）を保証するものではありません。



の水資源貯留量

74,013.3 杯 

149.2 杯 

27.4 ｃｍ 

8.1 基 

12.6 基 

24.3 基 

25.3 基 

県 計の人口

1,413,610 人 

1,402,943 人分 

0.99 倍 

滋賀の水道使用量

186,213千ｍ3/年

給水人口

１人当たり(R2)

131.9m3/年

青土ダム

（ＦＮＷ）

7300000ｍ3/基

県 計

オリンピック５０

ｍプール

（2500ｍ3/杯）

東京ドーム

（1240000ｍ3/

杯）

琵琶湖の貯水量

（水位）

6750000ｍ3/ｃｍ

永源寺ダム

（ＡＰ）

22741000ｍ3/基

余呉湖ダム

（ＦＮ）

14700000ｍ3/基

姉川ダム

（ＦＮ)

7600000ｍ3/基

185,033,313 ｍ3 

農林水産省ＨＰ「日本学術会議（諮問・答申）」より抜粋

林野庁ＨＰ「森林の有する多面的機能について」より抜粋


